
平成２４年度 第二回座間市廃棄物減量等推進審議会 議事録 

 

日  時 

平成２４年１０月 ４日 午前１０時～１１時４０分 

開催場所 

 座間市役所 ５階－３会議室 

出 席 者 

  岩田委員、上原委員、川島委員、小林委員、清水委員、菅委員、曽根委員、室星委員 

  市：環境経済部長 

事 務 局 

  環境経済部資源対策課 資源対策課長、資源対策係長、資源対策係主事２名 

傍 聴 者 

  ０名 

公開可否 

  ■公開  □一部公開  □非公開 

議  題 

  一般廃棄物処理基本計画（素案）について 

資  料 

  資料  一般廃棄物処理基本計画（素案） 

開  会 

  ・事務局から、過半数の出席による審議会の成立、審議会の公開・傍聴について説明 

   

審議の概要 

  議題「一般廃棄物処理基本計画（素案）について」 

  素案に従って質疑・応答 

概要は次のとおり。 

 

【曽 根 会 長】 本日の議題は「一般廃棄物処理基本計画（素案）について」という

ことですが、皆さん、ある程度目を通していただいていることとは思

いますが、ご意見等をいただきたいと思います。 

         なお、本日これからいただくご意見と、第１回目の時にいただいた

ご意見を私と副会長、また事務局にお手伝いをいただいて、市長に対

する「答申」の案ということで、次回、皆さんにお示ししたいと思い

ます。 

 

 



         それでは、この計画案の組み立てに従って進めていきたいと思います。 

 第１章 計画策定の基本的考え方について、これについては計画の

位置づけ、計画の目標年度が記載していますが、この部分については

基本的な考え方ということでよろしいですか。 

【各 委 員】 はい。 

【曽 根 会 長】 では次の第２章ですが、これについても三市の面積や人口、産業、

土地利用等、改めて審議をするという内容ではないのではと思います

が何かご意見ございますか。 

【各 委 員】 異議なし。 

【曽 根 会 長】 では第３章へ移りたいと思います。第３章ではごみ処理の現状及び

課題ということで、ごみ処理のフローが記載されております。何か意

見があったら聞かせてください。 

【岩 田 委 員】 質問ですが、ペットボトルの収集方法について海老名市は委託、座

間市は直営となっています。一般市民にわかりやすく、なぜそうなっ

ているのかお聞かせ願いたい。処理経費が安いからなのでしょうか。 

【事 務 局】 収集する体制の違いによってそうなっています。 

【環境経済部長】 ペットボトルについて、他市は圧縮、梱包して日本容器包装リサイ

クル協会へ出しています。座間市の場合は圧縮梱包する施設がないた

め、そのまま業者に売却しています。海老名市、綾瀬市は施設も整備

して不純物を取り除くなど、費用を掛けていますが、経費面から考え

ると座間市のほうが安くなっていると思います。 

         各市事情が違いますから、いろいろな要因が加味されて、こういっ

た状況になっています。 

【岩 田 委 員】 将来的には座間市の施設はどうするのですか。 

【環境経済部長】 高座清掃施設組合の施設について、７月に本郷地区の住民の皆さん

と焼却施設更新の協定書が締結されました。そして、し尿施設の契約

も完了し、今後、焼却炉の更新を進めてまいります。今、運営費だけ

でも１１億円を支払っていますが、さらに建設費も数億円が加算され

ていきます。返済には約２０年近くかかると思いますが、それが終わ

った段階で、市内清掃施設を一か所に集約しようと思っています。先

になりますが、計画だけは練っておくように指示はしてあります。 

【川 島 委 員】 直営というのは簡単に考えて、市で全てできるため、経費がかから

ないのかと、この文章だけで判断してしまったのですが、その後の工

程があるということを知り勉強になりました。ありがとうございまし

た。 

【曽 根 会 長】 今、収集運搬のところまで進みましたが、事業系ごみのところと中



間処理施設の概要はいかがでしょうか。次へ進んでよろしいですか。 

【各 委 員】 はい。 

【曽 根 会 長】 そうすると、最終処分と運営組織はいかがですか。 

【川 島 委 員】 Ｐ21のところの、高座を加えるか。とはどういう意味ですか。 

【事 務 局】 こちらのページは各市につきまして、部門ごとに分けて事務分掌を

載せるようになりますが、ここに、高座清掃施設組合の事務分掌を加

える方がいいのか確認中です。 

         現在ワーキングでは、三市の計画でございますので載せないという

方向性で進んでいます。 

【曽 根 会 長】 では次の、ごみ処理の実績について、座間市のごみの総排出量がＰ

25にあります。 

         続いて一人一日あたりのごみの総排出量についても記載がありま

すが、何かご意見ありますか。Ｐ29のごみ種類別排出割合について

はどうですか。 

【岩 田 委 員】 収集する方から、家庭から燃えるごみの搬出で、収集する側が困っ

ている事例はないですか。 

【事 務 局】 それはあります。座間市廃棄物減量等推進員の方たちにご協力を頂

きながら個別で対応をしています。 

【岩 田 委 員】 けがなどをされたことはないですか。それが心配ですが。 

【事 務 局】 万が一に危険物で怪我をした場合に備えて、感染症対策の予防接種

も受けています。 

【曽 根 会 長】 家庭系のごみの排出量、Ｐ32の集団資源回収とか、いかがですか。 

【上原副会長】 座間市では、集団資源回収を継続していますが、他市は結構やめて

いるところもあります。座間市では集団資源回収団体が増えてきてい

ますが、市で回収している缶・びん・紙の資源物は集団資源回収が活

発だと減ってきます。 

【事 務 局】 清掃事業概要を見て頂くと、集団資源回収の実績が載っています。

伸びているところもありますが、全体的に減ってきています。地域に

よっては重点的に行っている団体もあれば、止めた団体もあり、市と

しては、今後、見極めていきたいと思っています。 

【事 務 局】 海老名市は集団資源回収制度をやめて「きれいなまちづくり条例」

という条例を設置して、環境美化の一環として周辺の清掃活動を行う

団体に対して奨励金を交付することに改めまして、地域美化に徹する

ということで方向転換しました。厚木市では集積所に設置する籠を無

料で設置する補助をしていますが、各市施策に違いがあります。 

【曽 根 会 長】 事業系ごみの排出量、減量化・再生利用の状況とありますが、減量



化の問題も非常に重要な問題ですがどうでしょうか。 

         ごみの減量化については、広報にもいろいろと出ていましたが、広

報を見ている人も限られているかと思いますので。 

【川 島 委 員】 Ｐ32のところを見て減量の必要性を感じました。家庭ごみについ

ては、資源物をごみとして扱ってしまう人とかもいますので、大変だ

とは思いますが、意識を徹底できるような方法を行なって頂けるとあ

りがたいと思います。 

【事 務 局】 家庭ごみというと、台所から出る生ごみが中心ですよね。 

【川 島 委 員】 出し方によっては減量出来ます。市からの広報というよりもごみ集

積所から掲示などにより啓発を行ない、徹底が図れると良いのではな

いかと思います。有料化になれば、さらなる減量化をしなければなら

ないと思いますので、今から心がけしていかないといけないのではな

いでしょうか。 

【曽 根 会 長】 出す方にも協力していただかないといけないという事ですね。 

【川 島 委 員】 当然だと思います。同じごみでも水をしっかり切って出すのと、そ

のまま出すのとでは倍以上違います。その辺の心がけは大事だと思い

ます。 

【事 務 局】 昨年からごみのカレンダーをＡ4サイズから A3に変更し、片面は

曜日ごとに絵を加えわかりやすくしました。ほかに減量につながるご

意見をいただければ、出来るだけ効果につながるようにしていきます

ので、よろしくお願いします。 

【川 島 委 員】 再生家具について、リサイクルプラザを使わせて頂いたことがあり

ますが、とても良い品物で安くて助かっています。食料品と違って毎

日買う物ではないので、抽選会もしていましたが、何か良い方法でみ

なさん身近に感じて利用しやすく、もう少し簡略化することはできな

いのでしょうか。 

【事 務 局】 座間市のリサイクルプラザは、かなり人気で売れ残ることがあまり

ない状況です。 

         Ｐ36を見ると海老名市のグラフが大きく伸びていますが、座間市も

販売数は、５００点～７００点であり、設立当初より１．５倍ぐらい

は増えています。その中で、抽選は２ヶ月に１回ですが、抽選会で申

込みがなく売れ残った物、小物やいす、パソコンラックとか修繕を施

しまして、常時展示をして、即売会という形で、その場で購入できる

物もあります。 

         海老名市の数が多いのは小物が多く、衣類やタオルなどを持って来

て別な物と交換させるという施策を取っていますので、小物で販売件



数が増えているのです。家具としての個数は、海老名市とあまり変わ

りません。 

【岩 田 委 員】 原発の関係で座間市はごみの受入はしているのですか。 

【事 務 局】 一時期、横須賀市の方でいろいろと問題になりましたが、座間には

焼却施設がないので、海老名市本郷地区の方々の感情を考えると受け

入れることは難しいですね。 

【川 島 委 員】 前計画で定めた目標値のうち、リサイクル率は、さらなる取組みが

必要とありますが、この事は是非市民に周知してもらいたいと思いま

す。市民が集まって座間市ができているのですから、市民一人一人が

どうすべきかは大事なことだと思います。私たち市民が、市から言わ

れてからやるのではなくて、自分たちの問題として扱っていかなけれ

ばいけないと思います。 

【曽 根 会 長】 市民が集まって、どういうことから取り組めるか話し合いができれ

ば理想的ですが、自治会関係で、高座清掃施設組合の方へ見学に行っ

て勉強している地域があります。こういった活動を座間市の皆さんが

取り組んでくれれば相当効果が出てくるだろうと思います。          

         ただ紙を見るだけでなく、現地を見学して実践しなければわからな

い事も多くあると思います。積極的に自治会を通してでもお願いをし

ていく必要もあるのかと思います。 

【川 島 委 員】 自分たちから言い出さなくても、何かきっかけがあるというのも大

事だと思います。新田宿にある第２リサイクルセンターを見学したこ

とがありますが、行ってみると多く得るものがあり、翌日から自分だ

けではなく、近所の方に声掛けができたりもします。りっぱな講演で

なくても、近所、それが広がっていくのがとても大事ではないかと思

います。 

         今、市内にはたくさんのグループがあります。若い世代も巻き込め

ば、２世代につながって良いことではないかと思いますね。 

【事 務 局】 そうですね。リサイクルの部分がなかなか伸びてこない。この後か

ら計画のところが出てきますが、ご意見を頂いたものを活かせたいと

思います。 

【岩 田 委 員】 課題９の、三市合同で有料化について研究を進めた。とあるが、今

はどうなっているのでしょうか。 

【事 務 局】 有料化に限らず、行っていない取組みについても絶えず研究を行っ

ていく必要があります。座間市では来年の１０月から剪定枝を資源化

する計画があり、更に減っていくということが想定されます。 

         有料化は、ごみの減量施策の一つですから、そういった現状で市民



のみなさんが納得してもらえるかどうかを含め、資源化策を計画し実

行していく中で、ごみの量が増えるようならば、有料化も施策として

選択しなければならないと考えます。 

         現在は行わない方向ですが、検討は継続していきます。 

【菅 委 員】 推進員の活動として集積所を回っていますが、収集のビニール袋に

ついて、指定袋のほうがいいのではという気がします。有料化をする

にしても金額を安くすればいいのではないかと。自治会の人は一生懸

命やっていますが、自治会加入率の低いところは大変で、有料にする

のは別にしても、座間市が推奨する統一した袋の方が市外からの不法

投棄ごみが防げるのではないかと思います。 

【事 務 局】 研究課題として検討します。 

【曽 根 会 長】 では、次のごみの発生・排出抑制のところはいかがでしょうか。 

【菅 委 員】 自治会で、ごみの焼却施設を見学に年 2回行っていますが、市でも、

もう少し積極的に行ってほしい。 

【事 務 局】 10月 11日に企画していますが、なかなか人数が集まらず、周知の

仕方とか工夫しながら行っていきます。 

【菅 委 員】 自治会で参加された方で 3割が男性で 7割女性でしたが、実際に見

学すると、改めて、ごみ処理に対する考え方を認識するようで、アン

ケートを集計すると非常に良かったという意見が多いです。 

         実際に行ってみないと現場の人の苦労していることが把握できな

い。やはり、きちんと分別しないといけないことを思い知らされます

ので、できるだけ多くの方が見学に行かれた方がいいと思います。行

政としてやって頂きたい。 

【事 務 局】 特に第 2のリサイクルセンターに行かれると、皆さんびっくりされ

るようで、容器包装プラスチックの分別には苦労しています。 

【川 島 委 員】 体験してくるだけでは意味がないと思います。実践しなければ意味

がないです。予算の少ない中でそういった体験をさせてもらったら普

及しないと意味がないです。 

【菅 委 員】 実際に行かれた方は自治会の会合等でお話をされています。また、

自治会側も依頼していますし、近所の方にもＰＲはしています。実感

した人は、やっていると思いますよ。 

【曽 根 会 長】 少しでも広めてもらって、みんなが協力できるような、ごみに対し

ての認識を持ってもらいたいですね。 

【川 島 委 員】 先程、袋のお話が出ていましたが、有料化というのはすごくわかり

ますが、その日によって、ごみの量が多い時と少ない時があり、スー

パーの袋で都合つけてしまう。今、座間市はそれを許しているので助



かっています。そういう一面もあります。 

【曽 根 会 長】 いかがでしょうか、今までの部分で、ごみの抑制、減量化、資源化

計画について、医療系廃棄物も出ていますが、将来はそういうことも

視野に入れないといけないと思いますが。 

【上原副会長】 小型電子機器もリサイクルが進んできています。これはやろうと思

えばすぐできます。集めて選別するだけですから。 

【曽 根 会 長】 最終処分ということで、今は自区内での最終処分場はないですよね。 

【環境経済部長】 新たに造る場所がありません。座間市、海老名市、綾瀬市と最終処

分場を確保することは難しいのが現状です。今、焼却灰は全部資源化

しています。灰を高温で溶かしてスラグというものにして資源化して

茨城の会社に委託していますので、焼却灰の埋め立てはしていません。 

【曽 根 会 長】 以前は汚泥を固形化して道路の路盤材に使うということがありまし

たが、それが解けて地下に影響を与えるのではないかと言って 5年か

ら 10年かけて調査をするということがありましたが、なかなか固形

化したものを使うというのが難しいですよね。 

【環境経済部長】 相模原市で建て替えをした時にそういう施設を設けたのですが、    

路盤材に使っていますが溶け出さないですし、雨に当たっても金属な

どを取っていますから問題ないということです。例えそれを埋め立て

したとしても、灰よりも体積が減りますから最終処分場の延命化はで

きます。 

【室 星 委 員】 焼却をした時に熱源が出ますよね。何か利用はされているのですか。 

【環境経済部長】 高座清掃施設組合のそばに屋内温水プールがあり、利用しています。  

         また、本郷荘といって、座間の方たちも利用できますが、お風呂に

使っています。他には、一部を構内でも発電をしています。 

【室 星 委 員】 有料ですか。 

【環境経済部長】 プールは有料です。ただ安いし、割引もあります。 

【曽 根 会 長】 第４章、生活排水処理基本計画で何かありますか。 

浄化槽の数は、かなり少なくなっていますか。 

【環境経済部長】 減っています。公共下水が普及すれば浄化槽も減りますが、調整区

域、イベント、建築現場がありますので０にはなりません。浄化槽の

汚泥については横ばい状態です。し尿に関しても同じです。 

         今、高座清掃施設組合で、し尿の処理施設を建て替えしていますが、

まず、ろ過して水で薄め公共下水に放流する、先をみて、減っていく

ことに合わせていきます。 

【清 水 委 員】 調整区域で下水道につなげてない人はどのくらいいますか。 

【環境経済部長】 下水道課に確認しないとわかりませんが、下水の普及員を委託しま



してＰＲをしています。 

         生活排水については、し尿だけではなく、生活雑排水の吸い込みが

悪い所は汲み取って、市の生活排水処理設備の吸い込み槽に投入し、

公共下水に接続しています。場所は相模が丘の相模中学校の南側にあ

ります。 

【事 務 局】 P.103ページに水洗化・生活雑排水未処理人口が載っています。そ

の数値がまだ公共下水道に接続していない人口になりますが、年々減

ってはいます。 

【曽 根 会 長】 それでは、全体的に何かありますか。 

【岩 田 委 員】 有料化についてですが、袋の大きさについては、いろいろ考えられ

ると思います。実際に市民に分別についてお願いするだけではうまく

いかない。何らかの手を打たないと改善されないと思います。三市の

中で先走ってやるかどうか問題があるとは思いますが、嫌なことでも

進めていかないと良くならないと思います。 

         また、収集してくれる人が本当にきれいにしてくれていますね。昔

はすごく遅い時間に収集していた記憶がありますが、今は、いいタイ

ミングでやってくださるから、清掃員の方に感謝していかないといけ

ないと思います。 

【事 務 局】 有料の部分と無料の部分、資源物については、ペーパーだとかプラ

スチック製容器包装等は無料にして、可燃ごみだけ有料にすれば分別

はされていくのではないか、そのようなやり方もありますし、研究し

ていく必要はありますね。 

【環境経済部長】 有料化にすると戸別収集も絡んできますので、駅前のアパートは置

く場所もないところもありますし、実施するには結構高いハードルが

いくつかあります。袋の値段も近隣と合わせないといけないし、有料

化を行なって、ごみの量が一時期減ってもリバウンドで少しずつ増え

ていく傾向があるようです。 

【川 島 委 員】 戸別収集だと家族は責任持って出しますよね。場所によっては行っ

ているところがありますね。 

【環境経済部長】 大和市はやっています。 

【曽 根 会 長】 結果はどうなのですか 

【環境経済部長】 一長一短です。 

【曽 根 会 長】 市民が分別をきちっとすれば収集する方もしやすいし、処理費も余

分にかからなくて済みます。やはり、市民のご協力を頂かないと良く

なっていかない。 

【上原副会長】 今、現状は市民の方が結構わがままになっています。早すぎるので



３０分遅く収集に来てほしいという苦情の電話や、祭日の缶・びんの

後出しは多くあります。資源物の回収は同じ集積所に品目ごとに収集

しますから３回は回ります。分別の徹底ももちろんですが、時間も守

ってもらいたいですね。 

         缶とびんも分けて出している人は 70％ぐらいで、混ぜて出してい

る人は缶・びんが汚いですね。回収して２０年経ちますが、未だに混

合して出している人が非常に多いです。 

【曽 根 会 長】 いろいろと、ご意見を出して頂きありがとうございました。これに

て審議を終了させていただきます。 

         冒頭に申し上げましたが、頂いたご意見を基に、答申書の案を作成

していきたいと思っております。 

         それでは進行を事務局にお返しします。 

事務局から答申書、次回審議会の予定日（１０月２５日）について説明 

 

閉  会 


